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 １１月２７日に衆議院第２議員会館にて『ＪＲ貨物の「存立基盤」の確立にむ

けた要請』を行なってきました。要請内容として、①ＪＲ貨物発足に関するスキ

ームの維持、恒久化②「国鉄債務処理

法の一部改正」の並行在来線の支援

（貨物調整金）の恒久化③「国土強靭

化基本計画」を基にした支援要請。以

上の３点を基に要請を行ないました。

議員からは活発な質疑があり、秘書含

め総勢４５名が参加してくれました。 

 政治でしか解決できない問題、豪雨・台風災害によるレール寸断の復旧支

援策、大規模災害を想定した施設・設備の耐震化と周辺設備の強靭化、自

然災害発生時における災害廃棄物輸送

形態の確保など様々提起しました。コロナ

禍で明らかとなった物流という重要な社

会的使命をＪＲ貨物が背負っていること、

脱炭素化を目指している日本では、社会

的価値が高まりつつある貨物鉄道輸送に

スポットが当たっている事から議員たちも

関心を持ってくれ成功裡に終えた要請行

動でした。 

 政治によって私たちの生活が大きく変わ

ります。無関心でいても無関係ではいられ

ません！！皆で政治に対して関心を持ち

ましょう！！ 


